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【 はじめに 】
近年、腫瘍疾患は犬の死因の上位

を占める状況にある。そこで、動物
の健康保険制度により蓄積された給
付データについて、腫瘍疾患の発生
を調査することは、腫瘍疾患の効率
的な予防対策の確立に有益である可
能性があると考えた。

今回、アニコム損保のペット保険
に加入した約34万頭の犬の保険金
支払いデータを用いて、腫瘍疾患の
好発犬種と、その発症が増加する年
齢の特定を試みた。その結果、雌で
は雄と比較して腫瘍疾患の罹患率が
高いことが確認された。雌で最も多
くみられ、飼い主が触知により発見
しやすい「乳腺腫瘍」についても同
様な調査を行った。

対象と方法

アニコム損保のペット保険「どう
ぶつ健保」に契約している犬のうち、
2011年度内（2011年4月1日～2012

年3月31日）に契約を開始した0～
12歳 の342 ,657頭（ 雌162 ,485頭、
雄180 ,172頭）の保険金支払いデー
タを調査対象とした。13歳以上に
ついては、母数が小さいため、本調
査では対象外とした。1年間の契約
期間の満期を迎えた犬および死亡解
約となった犬を対象とし、任意解約
となった犬は除いている。
保険金請求理由は20項目に分類
されている。そのうち「症状および
異常検査所見で分類されないもの」、
「健康診断および予防措置」の2分
類を除く18疾患について、罹患率
（＝当該疾患を理由に保険金請求が
あった頭数／契約頭数）を算出し、
比較した。なお、同一請求データ上
で複数の疾患名が挙がっている場合
は、主な傷病名のみを採用している。
そして、年齢補正をした上で全体・
性別にて算出した。年齢補正とは、
年齢による影響を除外するため、各
年齢群の母集団が10 ,000頭になる
ように計算上の補正を行うことであ
る。

また、腫瘍疾患の罹患率を年齢別
に抽出し、罹患率が上昇する年齢を
調査した。加えて、保険加入犬の契
約頭数を犬種別で分類し、上位17
犬種のうち罹患率の高い犬種を調査
した。
さらに、同調査対象の雌犬のうち、
乳腺腫瘍罹患率の割合を年齢別に抽
出した。そして同様に、保険加入犬
の契約頭数上位17犬種について、
罹患率の高い犬種を調査した。

1）腫瘍疾患の罹患状況
対象とした犬のうち、「腫瘍疾患」
で１回以上請求のあった頭数は
342 ,657頭中14 ,299頭であり、年齢
補正後の罹患率は7.7%であった。
これは、前述した疾病分類18疾患
中、6番目という結果であった（図

1）。
また、腫瘍の疾患の罹患率を年齢
別にみると、年齢の増加とともに罹
患率も上昇し、12歳で19 .4％（2,945
頭中572頭発生）となり、調査を行
った最高年齢の12歳が罹患率も最
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高となる結果であった（図2）。
また、契約頭数上位17犬種を対象
に、発生の多い犬種を調査したとこ
ろ、それぞれの罹患状況は上位より
ゴールデン・レトリーバー17.7%、
ラブラドール・レトリーバー
13 .3%、フレンチ・ブルドッグ12 .9
％、パグ11 .6％、であった（表1）。
さらに、性別で比較すると、雄が
6.7%であるのに対し、雌が8.9%と、
雌の方が2.2％高い罹患率を示した。

2）乳腺腫瘍の罹患状況
腫瘍疾患の統計では、雌における
腫瘍疾患の罹患率は雄でのそれと比
較して高いことが確認された。「乳
腺腫瘍」についての調査では、全雌
犬162 ,485頭のうち乳腺腫瘍で請求
があった個体は1,229頭で、その年
齢補正後の罹患率は1.6%であった。
年齢別に発生状況をみると、10歳
での3.8％（3,457頭中132頭発生）
が最も高い値であった（図3）。また、
品種別においては上位よりパピヨン
2.7%、マルチーズ2.5%、ミニチュ
ア・ダックスフンド2.5%、フレン
チ・ブルドッグ2.3%、ウェルシュ・
コーギー・ペンブローク2.2%であ
った（表2）。

考察

本研究では、犬種の中でも特にゴ
ールデン・レトリーバー、ラブラド
ール・レトリーバーのような大型
犬、フレンチ・ブルドッグ、パグの
ような短頭種において腫瘍疾患が多
いことがわかった。さらに、好発犬
種は発症の年齢がより低い可能性が
考えられた。そのため、このような
品種では、より早期に腫瘍疾患の検
診を行うことが、腫瘍疾患の早期発
見につながるものと考えられる。乳

図1　保険金請求理由別罹患率

図2　腫瘍疾患の年齢別罹患率：雌雄全体

表1　腫瘍疾患の品種別罹患率：雌雄全体
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腺腫瘍についても、今回の結果によ
り、好発品種では乳腺触知を積極的
に行うことを飼い主に勧めること
が、乳腺腫瘍の早期発見につながる
ものと考えられる。
また、動物の健康保険への加入率
が世界で最も高いスウェーデンと、
ペット保険発祥国であるイギリスの
発表データとの比較を行ったとこ
ろ、本研究における雌犬の乳腺腫瘍
の罹患率が“1.61%”であったのに
対し、スウェーデンでは“1.11%”、
イギリスでは“0.21%”と結果にば
らつきがみられた。各国の保険デー
タには「人気犬種」「獣医療」「保険
請求方法」の相違があり、このよう
な結果のばらつきがみられると考え
られる。このことから、国内独自の
統計データを算出していくことの必
要性を感じた。

おわりに

今回、乳腺腫瘍について調査した
結果、今後さらに様々な腫瘍疾患に
ついて、その発症年齢・性・犬種等
の調査を引き続き行っていきたいと
考えた。しかし、現状では「症状」「腫
瘍・MASS」といったような診断名
での保険金請求が大半を占めること
も事実である。より正確な統計情報
を算出するためには、より正確な診
断データが不可欠である。
また、腫瘍疾患の要因を探るため
にも、今後アニコムでは動物の生活
環境の調査・保険金適用外の項目に
ついての実施の有無の把握等も行
い、予防のためのより有用な情報を
収集し整理していきたい。� ■◦
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図3　乳腺腫瘍の年齢別罹患率：雌のみ

表2　乳腺腫瘍の年齢別罹患率：雌のみ
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